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23. 健康の向上

健康寿命の延伸

健康リスクの低減

治癒の必要性の
減少

25.認知症患者・
認知症コスト
（医療費・介護
給付費・イン
フォーマルケア
コストといった
社会保障費）の

減少

27. QOL向上24. 生活満足感・自
己肯定感の向上

幸福度の増加

生活満足度の向上

自己肯定感の向上

アウトプット活動 直接アウトカム 中間アウトカム 最終アウトカム

11. 提携先の知識・
  理解の促進

・未病
・運動と認知症の関係
・サポート体制の強化

1. BS提供BS開発

BSユーザー
の獲得

認知症市場
の育成

他の事業者
やサービス、
自治体との

連携

6. 提携サービス
（企業内福利厚
生・会員制サービ
ス・ふるさと納税
など）の利用

2. BS使用者の
増加・実施率

10. 知識の向上
・認知症
・海馬
・未病
・家族への負担

8. 現在の海馬の
状態を把握

※同性‧同年齢
との比較を含む

18. 身体的健康の
維持・向上

病状・健康状態の改善・
コントロール

ADL・IADLの維持・向上

体力の維持・向上

22. ユーザーの
行動変容

健康的な生活
習慣を送る

（行動が変わる）

健康的な生活
習慣を維持する
（行動の維持）

19. 心理的健康の維持・
向上

健康への自信・意欲の
維持・向上

精神的健康の
維持・向上

・おだやかでいられる
・前向きになれる

21. 社会的関係性の
維持・改善

ウォーキングコミュニ
ティなど、新たな

コミュニティへの参画
12. 担当医師が
ユーザーの海馬
状況を経年的に
把握できる

7. BS導入
医療機関増加

4. BSユーザー向け
MyPage提供

26. 超高齢
社会への貢献

13. 担当医師が
ユーザーに最適な
診断をできる

14. 家族にも
海馬の状況を
容易に共有
できる

BS導入医療
機関獲得

16. 家族の
知識・理解の
維持・向上

5.海馬・未病の
チラシ・広報物

の提供

20.家族との関係性の
維持・向上

家族とのコミュニケー
ションスタイルの変化

良好な関係性の構築

18. に繋がる

3. BSユーザー向け
海馬レポート提供

9.可視化された
海馬の経年変化

を把握

17. ユーザーの
行動変容

ユーザーが、海馬
や認知症を含む、
健康に関心を持つ

ようになる

健康を意識した生活を
始める
・睡眠を見直す
・食生活を見直す
・運動を始める

BUに繋がる

15. 家族（サポー
ター）と担当医師の連
携がスムーズになる

定期的な
BS・健診の受診
（行動の維持）

(1) BS



21. 健康の向上

健康寿命の延伸

健康リスクの低減

治療の必要性の
減少

23.認知症患
者・認知症コス
ト（医療費・介
護給付費・イン
フォーマルケア
コストといった
社会保障費）の

減少

25. QOL向上
22. 生活満足感・自
己肯定感の向上

幸福度の増加

生活満足度の向上

自己肯定感の向上

14. 提携先の知識・理解の促
進

・未病
・運動と認知症の関係
・サポート体制の強化

1. BU提供BU開発

BUユーザー
の獲得

認知症市場
の育成

他の事業者
やサービス、
自治体との

連携

4. 提携サービス（企業内福
利厚生・地域スポーツクラ

ブなど）の利用

2. BU使用者の
増加・実施率

9. 知識の向上
・認知症
・海馬
・未病
・家族への負担

6. ゲーム感覚で
運動に取り組む
ことで、運動へ
のハードルが下

がる

16. 身体的健康の
維持・向上

病状・健康状態の改善・
コントロール

ADL・IADLの維持・向上

体力の維持・向上

20. ユーザーの
行動変容

運動が生活の
一部になる

運動を維持する

17. 心理的健康の
維持・向上

健康への自信・意欲の
維持・向上

精神的健康の
維持・向上

・おだやかでいられる
・前向きになれる

19. 社会的関係性の
維持・改善

ウォーキングコミュニ
ティなど、新たなコ
ミュニティへの参画

7. 家族（サポー
ター）がユー
ザーの運動状況
を把握できる

10. 担当医師が
ユーザーの運動
状況を把握でき
る

8. 家族（サ
ポーター）が
ユーザーを支
援できる

15. ユーザーの
行動変容

以前は運動をし
なかった

運動を楽しいと
思うようになり、
運動をし始める

運動を始めても
続かなった

健康に関心を持
ち、健康を意識
した生活をし始

める

5. BU導入
医療機関増加

24. 超高齢
社会への貢献

11. 担当医師が
ユーザーに最適
な運動を処方で
きる

12. 家族（サ
ポーター）と
担当医師の連
携がスムーズ

になる

BU導入医療
機関獲得

13. 家族の精
神的・時間
的・身体的な
負担が減る

3.海馬・未病の
チラシ・広報物

18.家族との関係性の
維持・向上

家族とのコミュニケー
ションスタイルの変化

良好な関係性の構築

16. に繋がる

健康的な生活を
維持する

運動の成果を
意識する

健康的な生活
を送る

運動の成果を
定期的に見直す

BSに繋がる

スポーツクラブでの
運動仲間ができる

アウトプット活動 直接アウトカム 中間アウトカム 最終アウトカム
(2) BU
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